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福祉保健部の運営方針２００６の主な取組み

項 目 主な取組み

Ⅰ １ 健康福祉ビジョン周知

健

、 、康 (1)ＩＴの活用による広報 ・ＨＰを作成・活用した医師確保 糖尿病などの広報

啓発福

・研修の受講生や事業企画募集の実施祉

ビ

(2)タウンミーティングの ・地域機関・市町村職員を対象とした意見交換会実施ジ

開催 （５地域（５月２６日～６月５日 ）ョ ）

ン

の

(3)広報誌、新聞、テレビ ・県からのおしらせの活用着

の活用強化 ・名刺による啓発のためのゴム印の作成・活用実

・会議等での周知な

推

(4)キャッチフレーズの作 ・ 協働でつくる健康、支える福祉」の決定進 「

成・活用

２ P-D-Sサイクル確立

(1)事業戦略シートの試行 ・各係１事業試行

(2)ワーキングチームの設 ・健康寿命に関する検討ワーキングチームなどの設置

置による重点施策検討 ・高齢者虐待実態調査手引書作成作業部会の設置

３ きめ細かい進行管理

(1)進行管理方法の検討 ・事業戦略シートや指標による進行管理

・ビジョン施策評価シートによる進行管理

(2)課長会議で報告と評価 ・事業戦略シートの作成過程での報告評価

(3)部内関係課や庁内関係 ・自殺予防の研修企画での他課との連携

課との連携強化 ・魚沼基幹病院検討のため、病院局職員の兼務発令

・部局横断の「食の安全・安心戦略会議」の開催
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項 目 主な取組み

Ⅱ １ 県民満足の向上

県 (1)接遇等の向上

民

・窓口対応の充実 ・入口に案内表示を新設満

・電話応対マニュアル作成、迅速・丁寧な電話応対足

・県民からの基本的な電話照会は係員全員が対応可能( CS)

と

・申請等の利便性向上 ・申請書類の添付を省略するなど改善職

（ ）員 ・申請書類のＨＰからの取得を可能に 動物関係登録

・各種届出のオンライン受付実施満

足

(2)県民 のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ充実（ ）ES と

の

・円卓会議、ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮ ・看護師確保のための円卓会議実施向

ﾝの実施 ・障害福祉に関する円卓会議（障害の表記）上

・食の安全・安心に関する県民意見交換会実施 など

・県民からの評価手法の ・各種県民アンケート調査の実施

検討 ・介護サービス情報の公表について事業者、調査員等

から意見聴取

・ＩＴ活用による情報提 ・各種のＨＰを活用した迅速かつ充実した情報の提供

供充実や県民意見反映 ・食育推進計画でアンケート、意見交換会、電子会議

室、パブコメを実施

「 」・県庁ロビーを活用した ・広報展示室を活用した 健康福祉ビジョンコーナー

健康展等イベント開催 の設置

・人権キャラバン活動成果を広報展示室に展示

(3)科学的根拠や事実重視

・審議会の活性化 ・社福審・医療審での次年度予算への施策提言等

・委員への事前説明等を徹底

・専門家をオブザーバーとして招聘

・各分野における実態把 ・社会福祉施設での感染症発症状況把握のシステム化

握システムの強化 ・高齢者虐待実態調査など各種実態調査の実施

・歯科疾患実態調査評価システムの制作
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項 目 主な取組み

Ⅱ (4)市町村・地域との連携

県 ア 市町村・地域機関の

民 独創性の支援

満

・市町村への権限移譲 ・県から市町村への事務・権限の移譲計画に基づく積足

極的な移譲（H19.4.1～１９項目移譲）( CS)

と

職

・本庁職員による講演や ・地域機関主催の研修会・会議への講師派遣など参画員

地域機関事業への参画 ・事業者研修会への講師派遣満

等足

（ ）ES

・優良事例に関する情報 ・ＨＰや各種会議、説明会等での優良事例などの紹介の

提供 ・優良事例集の作成配付と発表会の開催向

上

イ 情報共有の推進・連

携の強化

・会議内容等の情報提供 ・関係課への資料回覧や配付の徹底

・不参加市町村や地域機関へ情報提供の徹底

・ブロック、全国会議資料の地域機関への随時提供

・電子会議室・電子掲示 ・食育推進計画など各種計画策定のため電子会議室の

板の活用による意見交 設置

換の充実

・県・市町村・事業者と ・地域食育支援ネットワーク会議の開催

の推進会議の充実 ・自殺予防対策会議の開催

・事業企画への市町村や ・食育推進計画策定への市町村参加

地域機関の参画 ・自殺予防対策会議への地域機関の参画

・研修会の企画や賞の審査委員として地域機関の参画

(5)民間活力の支援

・優良組織及び個人の知 ・健康づくり県民大会など各種大会で表彰実施

事表彰 ・人権尊重啓発会で作品募集と優秀作品の知事表彰
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項 目 主な取組み

Ⅱ (6)ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの徹底

・会議資料等の改善 ・見やすい字の大きさで、ワンペーパーで作成県

・グラフの活用民

満

足

２ 職員満足の向上(CS)

と

職 (1)理念、情報、知識共有

員

・課長会議の充実 ・部運営方針の進行管理の実施満

・回数・時間の充実足

（ ）ES

の

・オフサイトミーティン ・地域水道ビジョン推進会議等の方向確認・情報共有向

グの実施上

・部長と地域機関職員と ・健康福祉ビジョンの推進に関する意見交換会の開催

の意見交換 （５地域、５月２６日～６月９日）

(2)部内横断的な事業支援

・きめ細かい進行管理を ・人権分野で他課との連携強化

通じた職員支援

(3)若手職員育成・支援

・職員一口提案の募集、 ・部長・副部長と部内若手職員との意見交換・昼食会

アンケートや部内昼食 の実施

会の実施

・所属係以外の職員によ ・措置通報時対応の全課応援体制の構築

るサポート体制の検討 ・繁忙係・室への職員の応援

・他係・班における情報の共有

・データ分析手法等の研 ・情報活用研修において分析手法強化

修 ・厚生統計協会研修会参加
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項 目 主な取組み

Ⅱ (4)モチベーションの向上

・優良事業等の表彰 ・職員研修会で優秀な研究発表に対する部長表彰県

・キャッチフレーズ、事業戦略シートで優良事例・事民

業の部長表彰満

足

・職種を超えた登用のあ ・随時及び人事異動時にて検討中( CS)

り方の検討と

職

・職員の専門性をアピー ・大学や他県、事業団体等への講師派遣員

ルする場の設定 ・職員研修会での研究発表満

足

（ ）ES

の (5)職員の資質向上

向

上 ア 意識改革

・民間企業主催研修・セ ・トレンドセミナー、ユニットケア研修等への積極的

ミナーへの参加 な参加

イ 企画立案・情報提供

能力

・自前研修、最新情報の ・各種研修会の開催、講演依頼への積極的な対応

講演 ・看護教員研修受講者による伝達研修

・ベンチマーキング ・長野県・青森県と本県との各種指標データ比較

・国モデル事業での地域認定に伴う小規模水道等の現

地調査検討会

、 ）、 、・行政改革の課長担当制 ・成果指標・顧客満足 環境(ＩＳＯ14000 職員満足

ＮＰＯなどで担当決定

・県議会議員との合同勉 ・看護議連連絡会議、歯科保健議連での勉強会

強会 ・がん対策の勉強会

・OJTノウハウの標準化な ・各担当者ごとに自己の担当業務マニュアル化実施

どOJT研修の充実 ・監査資料によるノウハウの標準化

・学会への参加 ・日本栄養改善学会、日本公衆衛生学会などへの参加
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項 目 主な取組み

Ⅱ ウ 危機管理能力

・人材育成プログラムに ・健康危機管理対応能力研修プログラム策定県

基づく研修 ・所属長等を対象とした研修会の実施民

・健康危機管理シミュレーション研修の実施満

足

・リスクマネジメントの ・実践自治体の危機管理を職員に配付(CS)

全職員への徹底 ・個人情報取扱の管理体制の見直しと

・高病原性鳥インフルエンザ対応マニュアル作成職

員

満 エ 社会貢献

足

・ISO14000の徹底 ・コピー両面、片面コピー済み用紙の再利用、分別、（ ）ES

節電の徹底の

・共有ドライブ活用やＣＤ-Ｒ配付向

上

・ボランティア活動 ・勤務時間外におけるトイレ介助の必要な来庁者に対

する介助の実施

・自発的な参加の促進

(6)健康観光先進県宣言

・観光・産業担当との連 ・健康福祉専門職員研修における健康ビジネス連峰構

携に保健師・栄養士等 想の説明

が積極的に関与 ・ウォーキングロード認定基準作成作業への県観光協

会参画

(7)大胆な事業見直し、業

務改善の推進

・不要事業リストの作成 ・当初予算編成での事業再構築の中で実施

・企画立案時の余裕ある ・時間配分に配慮、各課指示に当たり部方針の明示

時間配分と方向性指示 ・年間業務実施予定表による繁閑調整


